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要　旨　本研究では，小学校学級担任を対象とした実態調査を行い，キャリア教育に対する
意識や，取組を明らかにし，小学校段階におけるキャリア教育推進の今後の課題について検
討した。その結果，キャリア教育で育みたい能力は，単に，職業・勤労に直結した内容だけ
でなく，様々な能力から成り立っていることを理解することで，キャリア教育の充実，推進
の可能性が高まることと，そのための教員研修の一層の必要性が示唆された。

キーワード　キャリア教育　自己決定　４領域８能力　小学校段階

１　問題と目的

　国立教育政策研究所生徒指導研究センター
（2011）によると，学校教育において職業に関
する教育に課題が見られることや，職業人とし
ての基本的な能力の低下や職業意識・職業観の
未熟さや精神的・社会的自立が遅れる傾向等発
達上の課題があることが指摘されている。今
日，著者を含め，多くの若者は，自分が，「ど
んな職業に向いているのか？」「どのような職
業につきたいのか？」という悩みや様々な課題
を抱えている。これらの若者が，社会的自己実
現を図り，自らの人生をよりよく生きていく上

で，情報を収集し自らに適切に活かすための情
報活用能力や進路を適切に判断し決定するため
の自己決定能力は必要不可欠である。そのため
にも，キャリア教育を通して身に付ける能力
を，小学校段階から意図的・計画的に育んでい
く必要性が求められている。そこで，本研究で
は，小学校における学級担任を対象とした実態
調査を行い，小学校段階における，キャリア教
育に対する教員の意識や，取組の現状を明らか
にすると同時に，小学校段階におけるキャリア
教育を推進していく上での今後の課題について
検討することを目的とする。
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時間，学級活動）では，学年による違いは見
られるものの全体として，「既に取り組んでい
る」，「取り組んでみたい」と考えている教員が
半数を超えた。（図３，４，５参照）

　道徳の授業におけるキャリア教育の取組とし
ては，「勤労」に関する内容が多く，道徳的価
値に即して取り組みやすいという記述が見られ
た。その際，具体的には，「心のノート」を活
用して，自分が思ったことをノートに書いて，
友達が書いた考えとも比べて，自分のノートに
付け足す活動を取り入れていたり，学んだこと
を日常の生活で考えさせる工夫を行ったりする
ことで，日常生活での勤労意識や役割意識を育
もうとしていることが記述されていた。
　また，低学年において積極的に取り組まれて
いる理由としては，このことに加えて，平成
二十年改訂の学習指導要領において，低学年に

「４－（２）働くことのよさを感じて，みんな
のために働く」という内容が新たに加えられた
ことも関係していると推察される。
　また，自由記述から，キャリア教育に資する
能力よりも勤労や職業に関する内容項目の学習
に強く関心があり，キャリア教育と道徳の授業
を，別のものとして考えている教員もいること
がわかった。
　しかし，キャリア教育で育てたい能力として
は，「１－①自他の理解能力」や「１－②コミュ
ニケーション能力」等の他者との関係性に関す
る能力も含まれている。それゆえに，思いやり
を中心として他者の視点に立って考える内容項
目を学ぶこともキャリア教育において育てるこ
とが期待されている能力の育成に資するものと

２　方法

　高松市内の全小学校宛に質問紙を送付し，学
級担任を対象とした質問紙調査を行い，回答用
紙の回収は，回答後，各学校ごとにまとめ，同
封の郵パックに入れて返送してもらった。調査
対象は，香川県高松市公立小学校の学級担任

（回答者数635名）であり，調査時期は平成24年
７月13日（金）～８月31日（金）であった。

３　結果と考察

　キャリア教育に関する意識について，キャリ
ア教育の開始の段階に関しては，小学校段階か
ら実施すべきとする者が９割近くおり，小学校
段階からのキャリア教育の必要性に関しては，
多くの教員が必要であると考えており，キャリ
ア教育の教員研修の必要性に関しては，８割以
上の者が必要であると考えていることがわかっ
た。（図１，２参照）

　キャリア教育の取組の現状については，職
業・勤労に直結する内容の指導を行うことがで
きやすい時間（道徳，生活科・総合的な学習の

図１　キャリア教育は，どの段階から実施する
べきだと思いますか

図２　教員のキャリア教育に関する研修は必要
であると思いますか。

図３　道徳の授業の中でのキャリア教育の実践
状況
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考えられよう。
　その意味からも，道徳の授業の中でのキャリ
ア教育の取組としては，必ずしも，勤労という
内容項目に限定する必要はなく，もう少し，幅
広い視点から道徳の授業におけるキャリア教育
の取組を考える必要があると考える。

　生活科・総合的な学習の時間でのキャリア教
育について，中学年では，他の学年と比べ，あ
まり積極的に取り組まれていない。一方，低・
高学年は中学年に比べて，積極的に取り組まれ
ており，特に高学年では，他の学年に比べて，
積極的に取り組まれていることがわかった。
　具体的には，低学年の生活科において，町探
検や地域の人とのかかわりをもつ体験を行って
いる。さらに，働く人へのインタビューを行う
ことで，働く喜びや願いを知る等，その仕事に
ついての理解を通して，キャリア教育を行って
いることが取組事例として挙げられていた。こ
のように，身近で働く人々に対して興味や関心
を持たせることは重要であり，身近で働く人々
を直接見学するといった体験活動を通して，職
業観の育成の基礎を育むことができる（文部科
学省　国立教育政策研究所　生徒指導研究セン
ター（2011））。
　生活科・総合的な学習の時間では，他教科の
学習と比べて，地域の方との交流活動や調べ学
習といったフィールドワークが多く，児童自ら
が主体的に交流の計画，実施，振り返りを行っ
たり，調べたり，考えたりすることを通して，
様々な人々と共に生きる態度を身につけること
が可能である。

　したがって，４領域８能力における「１－①
自他の理解能力」や「１－②コミュニケーショ
ン能力」，「２－①情報収集・探索能力」，「２－
②職業理解能力」といった能力が，生活科・総
合的な学習の時間においては，育成される可能
性が高いことが推察される。つまり，生活科・
総合的な学習の時間の中では，キャリア教育に
おいて育てたい能力が直接的に育てられる学習
機会が多いことが推察され，キャリア教育と密
接に関連していることがわかる。
　一方で，キャリア教育として十分取り組めて
いない理由として，全学年共通して，「時間の
確保が難しい」「年間計画に入っていない」と
いった学校での実態と，「どのように取り組ん
でいいのかわからない」といったキャリア教育
の内容や指導方法に対する理解が十分ではない
ことが挙げられていた。
　つまり，他の取組と同様に，キャリア教育の
内容と，生活科・総合的な学習の時間で学ぶ内
容とが，十分つなげてとらえられていないこと
が推察される。

　学級活動の中におけるキャリア教育の取組に
ついて，中学年では，他の学年と比べて，あま
り取り組まれていないということがわかった。
また，低学年では，消極的であることが他の学
年より有意に少ないことから，学級活動の中に
おけるキャリア教育について，少なくとも消極
的ではないということがわかる。
　学級活動の中における取組事例としては，全
学年共通して「係活動・当番活動」が挙げられ
ている。具体的には，低学年では，「係活動・

図４　生活科・総合的な学習の時間の中での
キャリア教育の実践状況

図５　学級活動の時間の中でのキャリア教育の
実践状況
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当番活動」を通して，「役割把握，および責任
を果たすことの大切さを理解・実践させる」「み
んなのために役立っているという気持ちを育て
る」「責任感や，人の役に立つ喜びを感じさせ
たりする基盤をきちんと育成する」という事例
が挙がっている。また，キャリア発達課題の観
点からも，係活動や当番活動に取り組ませるこ
とによって，自分に割り当てられた仕事や役割
の重要性を理解させ，それと同時に，作業や準
備や後片付けをしっかりする事の大切さを学ば
せることが大切である（国立教育政策研究所生
徒指導研究センター，2011）。中学年では，「係
活動に対して，反省会や発表会を行うことや，
清掃の仕方について話し合い，責任をもってで
きるように意欲づける」という事例が挙がって
いる。また，キャリア発達課題の観点からも，
係活動や当番活動に，積極的に関わらせ，働く
ことの楽しさを実感させることも重要である。
高学年では，「係の仕事の意味，なぜ行うのか
について話し合い役割認識を高めながら，与え
られている仕事を行い，系統的に取り組み，自
分の役割という視点から，学級全体での役割と
いう広い視野で考えることができるようにな
る」という事例が挙がっている。
　このように，係活動・当番活動を通して，４
領域８能力における「３－①役割把握・認識能
力」を育てる取組が行われている。
　また，仕事に直結することだけではなく，学
級活動という特性から，「話し合い活動」につ
いての記述も多く見受けられた。具体的には，

「グループエンカウンターやSSTでコミュニ
ケーション能力を高めたり，人間関係形成能力
を高めたりするようにしている」ということや，

「相手のことを認める『ほめほめタイム』を設
けて，他者の良いところ探しを行う」というこ
と等，他者を認めたり，自分の気持ちを伝えた
りすることを通して，「１－①自他の理解能力」
や「１－②コミュニケーション能力」といった
能力を育てる取組が行われていた。
　さらに，中学年以降では，「将来の夢を話し
合う」といった具体例も挙げられていた。特に，
高学年では，卒業文集作成を通して，自分の将

来と向き合う機会があったり，考えたりする機
会がある。この機会を通して，自分の将来と向
き合い，何をしていくべきなのか考えることに
つながる等，「３－②計画実行能力」を育てる
取組が行われていた。
　しかし，十分取り組まれていない理由とし
て，全学年共通して，時間の確保の問題や，

「生活科・総合的な学習の時間での取組」と同様，
キャリア教育の内容や指導方法に対する理解が
十分ではないことが推察される。
　特に，中学年では低・高学年に比べて「既に
取り組んでいる」が有意に少ない。このことは，
学年段階における取り扱う活動内容の明確さの
差ではないかということが自由記述から推察さ
れる。例えば，低学年では，係活動・当番活動
が他の学年以上に数多く具体事例として取り上
げられ，その内容として，しっかりと時間をか
けて教えることの必要性が挙げられている。ま
た，高学年では，中学校への進学や将来への
夢，目標を考えさせること等，移行段階や将来
の事をある程度イメージを持ちながら考えるこ
とができるため，「３－②計画実行能力」を意
識的に育てる取組が可能である。
　しかし，中学年ではこのような取り扱う活動
内容の明確さがやや弱いことから，「既に取り
組んでいる」という回答が他学年に比べて有意
に低いという結果になったのではないかと考え
られる。
　キャリア教育で育てたい能力としては，将来
のことを考えるだけでなく，日頃の活動から責
任感を育ませたり，コミュニケーション能力を
高めたりすることも含まれている。
　特に中学年の段階は，中学年のキャリア発達
課題として「①友だちと協力して活動する中
でかかわりを深める。②自分の持ち味を発揮
し，役割を自覚する。」が挙げられているよう
に，友達との関係性を豊かに育んでいく段階で
もあるので，係活動や当番活動を責任を持って
果たすことや，人の役に立つという勤労に直結
するねらいだけでなく，学級活動を通して，友
達と協力して，多様な集団・組織の中でコミュ
ニケーションや豊かな人間関係を築く能力を育
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むこともねらいとして取り扱うことが考えられ
る。
　このように，キャリア教育で育みたい能力に
ついても，キャリア教育における学習内容とし
て位置づけを行い，捉え直すことで，中学年に
おける学級活動の中での取組の可能性を広げる
ことができるものと考える。
　職業・勤労に直結しづらい時間（各教科，学
校行事，委員会活動）に関しては，学年による
違いは見られるものの全体として，「既に取り
組んでいる」，「取り組んでみたい」と考えてい
る教員は半数を下回った。（図６，７，８参照）

　各教科におけるキャリア教育の取組について，
既に取り組んでいるとする者が，低学年，中学
年に比べて，高学年が有意に多いことがわかっ
た。さらに，低学年では「取り組む計画はない」
が有意に多いことからも，中学年・高学年に比
べて取り組む計画が少ないことがわかった。
　各教科におけるキャリア教育の取組として
は，低学年は，中・高学年に比べて，その取組
が有意に消極的である。この理由としては，低
学年では，社会科がないこと，そして，社会科
にかわる教科の生活科が除かれていることで，
キャリア教育に資する内容が中・高学年に比べ
て少ないのではないかと考えられる。
　また，自由記述から，中・高学年では，主に
社会科を中心にして取り組まれている記述が多
かったことから，各教科における取組として
は，特に社会科・家庭科を中心に，４領域８能
力における「２－②職業理解能力」や「３－①
役割把握・認識能力」を高めることが期待でき

る。
　しかし，その一方で，各教科において取り組
めていない理由としては，「時間の不足の問題
が多く挙げられており，他には，キャリア教育
の内容や指導方法に対する問題が挙げられてい
た。
　また，低学年を含め，各教科における学習
で，「伝える活動を通してコミュニケーション
能力を高める」ことや「聞く習慣を身につけさ
せ，他者を理解するように努める」ことを取組
として行っている者もおり，「１－①自他の理
解能力」や，「１－②コミュニケーション能力」
といった能力を育てる学び方に関しては，社会
科や家庭科だけでなく，他の教科においても推
進されていると考えられる。
　つまり，各教科における取組としては，職
業・勤労に直接関係する学習内容以外に，コ
ミュニケーションを活用した学び合い等，キャ
リア教育で育てたい資質・能力に資する学習は
社会科や家庭科以外においても十分展開するこ
とが可能であると考えることができる。
　学校行事については「取り組む計画はない」

「取り組む計画はあるが，消極的である」の回
答が半数を占めており，他の活動と比べても全
体として消極的であった。

　このように，十分取り組めていない理由とし
ては，全学年共通して，時間の確保の問題や，

「重点を置いていない」「題材にキャリア教育に
つながる題材がない」「キャリア教育について
勉強不足・必要性を感じていない」「取り組み
方がわからない」「他の内容を優先してしまう」

図６　各教科（生活科を除く）の中でのキャリ
ア教育の実践状況

図７　学校行事の時間の中でのキャリア教育の
実践状況
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といったことが挙げられていた。
　さらに，学校行事という特性から，「学校全
体での共通理解が難しい」「１年から６年まで
幅広い年齢層で難しいのではないか」という記
述も多く見られた。
　その中で，学校行事の中でも「クリーン作戦」
等の「勤労生産・奉仕的行事」として，職業観・
勤労観を育むための領域・能力の「２－②職業
理解能力」に直接関わるものがみられた。しか
し，これらの取組は現在，総合的な学習の時間
において行われることも多くなっており，学校
行事の中での取組として少なくなっている。
　ところで，学校行事は，運動会や，縦割り活
動等での異学年交流を行うことができるという
利点ももっている。異学年交流を通して，低学
年では，「仲良しペアを作る」といった簡単な
取組から始めさせることで，活動をする楽しさ
を体感させ，仲良く助け合おうとする態度の基
礎を培う。中学年，高学年になるにつれて，低
学年にとってよりよい活動になるための工夫を
考えさせることで，他者を理解するためにはど
のようにすればよいかを学ぶこともでき，「１
－①自他の理解能力」や「１－②コミュニケー
ション能力」を高めることを通して，人間関係
を豊かにすることが期待できる。
　また，中学年・高学年では，運動会や縦割り
活動に対して，目標を持って取り組むことや，
振り返りを行うことで，「３－②計画実行能力」
を高めることも期待できる。
　さらに，高学年の場合には，いくつかの学校
行事について，委員会活動と関連付けて行うこ
ともあり，特に「３－①役割把握・認識能力」
や「３－②計画実行能力」の能力を高めること
や，異年齢集団の活動に進んで参加し，高学年
としての役割と責任を果たそうとする態度を育
むことも期待できる。このように，学校行事に
おいては，直接，勤労や職業に関して，学ぶも
のは少ないが，人間関係を豊かにする内容や目
標をもって計画的に取り組み，自分の役割を責
任をもって遂行するという点において，十分，
キャリア教育を通して育てたい力を育むことが
可能であると考えられる。

　委員会活動における取組としては，自由記述
において，学校全体としての取組のものと学年
における取組のものが挙げられていた。しか
し，その取組事例からは，低学年の段階である
にも関わらず，全校での取組を丁寧に記述され
ているものも多く，低・中・高での学年差の違
いとして明確に見ることが難しく，取り上げら
れている取組事例を低・中・高と分けて扱うこ
とができなかった。その中で，いずれの学年に
おいても，取組事例として，「ボランティア」

「学校，全校のお世話をしている」ということ
が挙げられていた。
　委員会活動の特性から，学年差は見られな
かったが，取組事例からも，４領域８能力にお
ける「３－①役割把握・認識能力」，「３－②計
画実行能力」や，全校のことや，１，２年生の
ことを考えて仕事を遂行したり，うまく活動で
きるために話し合ったりすることで，「１－①
自他の理解能力」，「１－②コミュケーション能
力」といった能力を委員会活動を通して育成す
ることの可能性が推察される。
　しかし，先の取組事例の内容の示され方から
も，中学年が「既に取り組んでいる」を回答し
たのが有意に少なく，「取り組む計画はない」
を回答したのが有意に多かった理由に関して
は，今回の調査からだけでは，十分な理由を見
出すことはできなかった。
　キャリア教育実施上の課題とキャリア教育に
ついての思いについては，多くの教員が，キャ
リア教育の意義や必要性については，認識して
いるものの，時間の確保が最も大きな課題とし

図８　委員会活動の時間の中でのキャリア教育
の実践状況
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て挙げられていた。また，その内容や，具体化
のための方法など，キャリア教育を推進するた
めの専門的な知識を充足することが必要である
と考えており，そのためにも，教員研修の充実
を図ることが大きな課題として挙げられてい
た。（図９，10参照）

　キャリア教育において育てたいとする能力の
必要性については，４領域８能力について，低
学年・中学年・高学年による有意差はなく，全
ての能力において，「必要である」「どちらかと
いえば必要である」の両者を合わせると９割程
度となった。そして，職業・勤労に直結するよ
うな能力のみを必要と感じているわけではな
く，むしろ，「自他の理解能力」（図11）や「コ
ミュニケーション能力」（図12）といった能力
について，その必要性を強く感じているという
ことがわかった。（図11，12，13，14，15，16，
17，18参照）

図９　キャリア教育を実施する上での課題

図10　キャリア教育についての思い

図11　自他の理解能力

図12　コミュニケーション能力

図13　情報収集・探索能力
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　つまり，キャリア教育の取組の現状について
は，一般的に，勤労や職業に直結するものを行
うことと考えられがちであり，「自他の理解能
力」や「コミュニケーション能力」を育む教育
は，あまり行われていないという実態がある
が，キャリア教育において育てたいとする能力
の，教員の認識としては，勤労や職業に直結す
る能力よりも，むしろ，その基盤となる能力が
必要であると考える者が多く，矛盾した結果が
うかがえた。確かに，キャリア教育の実施状況
からは，勤労や職業に直結するものが多く見ら
れたものの，生活科や総合的な学習の時間，学
級経営の中では，「自他の理解能力」や「コミュ
ニケーション能力」を育むことにつながる実践
も多く示されており，キャリア教育を通して育
みたい能力についての取組は，勤労や職業に直
結するもの以外にも幅広く行われていることが
わかった。
　キャリア教育の可能性と今後については，
キャリア教育が直接的に，勤労観や職業観を育
てるだけでなく，主体的に学ぶ意欲の向上につ
ながるという者が多いことがわかった。（図19）
　また，小学校段階におけるキャリア教育の必
要性についても，多くの者がその必要性を感じ
ていることがわかった。（図20）
　さらに，図９，10より，キャリア教育に関し
て，児童生徒にとって有意義であると回答して
いる者が多い反面，その提唱されている内容が
分かりにくいという回答が続いていることか
ら，今後は，その具体化をどう図るかというこ
とについて考えていく事が必要となってくるこ

図18　課題解決能力
図14　職業理解能力

図15　役割認識・把握能力

図16　計画実行能力

図17　選択能力

－52－



とがわかった。
　また，キャリア教育が児童にとって必要だと
考えているが，その内容を具体的に実施するに
際して，内容がわかりにくいことや，現場で具
体化がうまく図られていないということが課題
として挙げられており，具体的に実施できるよ
うになるためには，時間の確保やキャリア教育
の内容に関しての専門的な知識の充足が挙げら
れ，更なる教員研修の必要性が改めて求められ
ていることがわかった。
　このような，意識の実態から，キャリア教育
の意義は，勤労や職業に直結するものだけでな
く，幅広い視点から捉えることができる可能性
が示唆された。

４　総合考察

　本調査では，これまで活用されてきた「４領

域８能力」の必要性について，どの能力に関し
ても，その必要性は高く感じているという結果
となった。しかし，その一方で，キャリア教育
に対する取組は未だ十分には推進されていない
という結果が見えた。その理由としては，キャ
リア教育を職業・勤労に直結した教育内容と限
定的に捉える意識が先行しているのではないか
ということが考えられた。また，キャリア教育
で求められる能力を育むための内容について，
実際には，幅広く行われているが，キャリア教
育の内容に関してわかりづらいことや，理解が
十分進んでいないといったことが本調査によっ
て明らかになり，既に取り組んでいる教育内容
との結び付きが意識づけられていないことがわ
かった。
　これらのことから，キャリア教育で育みたい
能力は単に，職業・勤労に直結した内容だけで
なく，その基盤となるコミュニケーション能力
や，自他の理解能力といった様々な能力から成
り立っていることを理解することによって，小
学校におけるキャリア教育の充実及び推進の可
能性が高まることと，そのための教員に対する
キャリア教育の研修の一層の必要性が示唆され
た。
　今後は，教員研修を通して，キャリア教育に
関する正しい理解を深めるとともに，各学校に
おいて，新たな教育活動を行おうとするより
も，キャリア教育の視点からこれまでの教育課
程を見直し，意図的・計画的に，より充実した
キャリア教育を推進することが望まれる。

５　今後の課題

　本研究における調査は，高松市という地域に
限定したものであった。したがって，他の地域
でも，同様のことが言えるのか，調査の範囲を
広げていくことや，これまで行われていたこと
を，キャリア教育の視点から捉え直して，再構
成した教育課程をもとに，実践することによっ
て，キャリア教育で育てたい能力が十分育つか
どうかを具体的に検証することが今後の課題と
して挙げられる。

図19 小学校段階におけるキャリア教育は教科
の学習や主体的に学ぼうとする意欲の向
上につながると思いますか。

図20 小学校段階において，キャリア教育を今
後一層進めていくことは必要だと思いま
すか。
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